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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　樹脂および／またはゴムを発泡硬化させてなると共に接地底を構成する靴底材であって
、
　ポリマー100 重量部に対して、カーボンブラックが10～50重量部添加され、該カーボン
ブラックの平均粒子径が11～30nmに設定され、
　シス1,4 ポリブタジエンがポリマー全体に対し60～80重量％ブレンドされ、かつ、スチ
レン系樹脂および／またはシンジオタクチック1,2 ポリブダジエンが総量でポリマー全体
に対し5 ～25重量％ブレンドされていることを特徴とする靴底材。
【請求項２】
　請求項１において、
　比重が0.5 ～0.8 に設定されている靴底材。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は靴底材に関し、より詳しくは、アウターソール（接地底）に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
スポーツシューズなどの靴のアウターソールを構成する靴底材には、クッション性やグリ
ップ性、耐摩耗性の他に軽量性が要求される。かかる軽量性という観点からは、発泡体か
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らなる靴底材は非発泡体よりも優れている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、発泡体は非発泡体に比べ、強度、特に耐摩耗性に劣る。
したがって、本発明の目的は、発泡体からなる靴底材の軽量性および耐摩耗性を向上させ
ることである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するために、本発明は、樹脂および／またはゴムを発泡硬化させてなる
と共に接地底を構成する靴底材であって、ポリマー100 重量部に対して、カーボンブラッ
クが10～50重量部添加され、該カーボンブラックの平均粒子径が11～30nmに設定され、ポ
リマー全体に対し、シス1,4 ポリブタジエンが60～80重量％ブレンドされ、かつ、スチレ
ン系樹脂（以下、「スチレンレジン」という）および／またはシンジオタクチック1,2 ポ
リブダジエンが総量で5 ～25重量％ブレンドされていることを特徴とする。
【０００５】
　まず、本発明においては、耐摩耗性を向上させるために、メインポリマーとして、ＢＲ
（シス1 ，4 ポリブダジエン）を用いている。
【０００６】
一般に、カーボンブラックを添加することにより、靴底材の耐摩耗性が向上する。しかし
、通常、靴底材に用いるジエン系ゴムにカーボンブラックを添加すると、ポリマーとカー
ボンブラックとの相互作用が強いため、発泡性が低下し、そのため、靴底材の軽量化が図
れない。そこで、本発明では、発泡加工性を向上させるために、スチレンレジンおよび／
またはＲＢ（シンジオタクチック1,2 ポリブダジエン) を添加することにより、発泡性を
向上させている。これらの樹脂は、ゴムに比べ、高温化における流動性が高く、つまり粘
度が低下するため、発泡性が向上し、十分な軽量化を図ることができる。
【０００７】
スチレンレジンおよび／またはＲＢのブレンド比は全ポリマーの５重量％以上に設定する
。これらの樹脂のブレンド比が５重量％未満であると、発泡性を十分に向上させることが
できないからである。
【０００８】
一方、これらの樹脂のブレンド比は全ポリマーの25重量％以下に設定する。これらの樹脂
のブレンド比が25重量％以上であると、発泡体の硬度が大きくなりすぎて、クッション性
やグリップ性などの機能が低下するからである。
【０００９】
なお、本発明において、前記樹脂のブレンド比は10～20重量％に設定するのが好ましい。
また、前記樹脂としては、ＲＢよりもスチレンレジンの方が汎用的で入手し易いという利
点がある。
【００１０】
カーボンブラックの添加量を50重量部以下とした理由は、添加量が50重量部を超えると、
前記発泡性が低下すると共に材料自体の比重も大きくなり、十分に軽量化を図り得ないか
らである。
一方、カーボンブラックの添加量を10重量部以上とした理由は、添加量が10重量部よりも
少ないと、耐摩耗性が十分に向上しないからである。
なお、カーボンブラックの添加量はポリマー100 重量部に対して10～35重量部とするのが
好ましい。
【００１１】
また、カーボンブラックの平均粒子径を11～30nmとした理由は、この粒子径のカーボンブ
ラックが高い耐摩耗性を発揮すると同時に発泡を低下させる度合いが小さいからである。
【００１２】
なお、本発明においては、前記メインポリマー（ＢＲ）や前記樹脂の他に、ＩＲ，ＮＢＲ
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などのジエン系ゴムやＥＰＤＭ，ＥＰＭなどの合成ゴム、あるいは、ＥＶＡ（エチレン－
酢酸ビニル共重合体）などの樹脂を適宣配合（ブレンド）してもよい。
【００１３】
【実施例】
以下、本発明の効果を明瞭にするため、本発明の実施例を示す。
実施例１～５
図１のゴム配合で、カーボンブラックを添加して発泡体を得た。なお、添加剤は図２に示
す。
比較例１～８
図１のゴム配合で、カーボンブラックを添加して発泡体を得た。なお、添加剤の配合は実
施例と同一に設定した。
【００１４】
荷重を26.5Ｎとし、アクロン摩耗試験法（ＪＩＳＫ６２６４）に準じて、1,000 回転当た
りの摩耗した体積を測定した。その体積比を、前記図１に示す。
【００１５】
比較例１，２より、カーボンブラックの添加量が少ないと、耐摩耗性が小さくなることが
分かる。
また、比較例４，５より、添加するカーボンブラックの粒子径が大きすぎると、耐摩耗性
が著しく低下することが分かる。
【００１６】
比較例３より、メインポリマーであるＢＲのブレンド比が少なすぎると、耐摩耗性が小さ
くなることが分かる。
【００１７】
これらに対し、実施例１～５の靴底材は軽量で、かつ、耐摩耗性に優れていることが分か
る。
なお、前記各実施例１～５では、全てハイスチレンレジンをブレンドしているが、ハイス
チレンレジンをブレンドせずに、ＲＢのみをブレンドしても同等の結果が得られる。これ
は、ＲＢもハイスチレンレジンと同様に発泡性に優れており、しかも、メインポリマーで
あるＢＲとの親和性が良いからである。
【００１８】
なお、ハイスチレンレジンおよびＲＢを全く配合しなかった比較例６では、プレス生地の
流動性が悪くなって、発泡が不均一となった。
また、ハイスチレンレジンおよびＲＢをポリマー全体に対し総量で40重量％以上添加した
比較例７では、硬度が大きくなりすぎ（ＳＲＩＳ－Ｃ硬度で82°となった）、クッション
性やグリップ性が低下することが分かった。
また、粒子径11～30nmのカーボンブラックを60重量％添加した比較例８では、発泡性が著
しく低下し、そのため、比重が著しく大きくなることが分かった。
【００１９】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、スチレンレジンおよび／またはＲＢをポリマー全
体に対して適量添加したので、小さな粒子径のカーボンブラックを添加しても、プレス時
の材料の流動性が高くなるため、つまり、粘度が低下するため、発泡性が向上し、均一な
発泡が起きると共に、十分に発泡するので、靴底材の軽量化を図ることができる。また、
小さな粒子径のカーボンブラックを添加できるから、発泡体の耐摩耗性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態のポリマーのブレンド比およびカーボンブラックの添加量等を
示す図表である。
【図２】実施形態の添加剤の添加量を示す図表である。
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